
「主体的・対話的で深い学び」を
めざした授業づくり 詳細はＱＲコードにて！

旧Ｄ 情報に関する技術（令和２年度授業実践）
【計測・制御のプログラミング技術を活用して城
下町を発展させよう】

地域・社会に目を向け，多面的・多
角的な視点から問題を発見し，計測・
制御のプログラミングの技術を活用し
て解決する力を身に付けることを目指
した実践である。また，ＳＤＧｓ（持
続可能な開発目標）を示しながら，生
徒たちの視点が広
がるように授業を
工夫した。

旧Ａ 家族・家庭と子どもの成長
（令和２年度授業実践）

【私たちと地域との関わり】

少子高齢化社会が進む中，幼児や高
齢者との関わりや地域との関わり方に
ついて考える場となるように，中学生
と幼児，高齢者の三世代での交流を計
画した。それぞれの身体的，精神的な
特徴を知り，理解を深めていく中で，
地域と協働していく方法を創造してい
こうとする実践である。

旧Ｄ 情報に関する技術（令和２年度授業実践）
【職場体験学習を伝えよう】

総合的な学習の職場体験学習のまと
めとして，コンピュータを使ったポス
ター形式で行った実践である。生徒た
ちが作成した職場体験学習のまとめを
クラス内で話し合うことによって，情
報を発信するときに気を付けなければ
いけない事柄を身に付けながら，配慮
すべきことを理解す
るように工夫した。

旧Ｃ 衣生活・住生活と自立
（令和２年度授業実践）

【オリジナルマスクをつくろう】

生活に必要なものの製作する力を身
に付けるマスクを題材として追究して
いく実践である。マスクとしての機能
を果たすために，適した布地の種類や
構造を考えながら必要なものを創り上
げる喜びを得ることで，生活を豊かに
しようとする意欲を養うことができる
ように工夫した。
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技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を
通して，技術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

生活や社会で利用されている材料，加工，生物育成，エネルギー
変換及び情報の技術についての基礎的な理解を図るとともに，そ
れらに係る技能を身に付け，技術と生活や社会，環境との関わり
について理解を深める。

生活や社会の中から技術に関わる問題を見いだして課題を設定し，
解決策を構想し，製作図等に表現し，試作等を通じて具体化し，
実践を評価・改善するなど，課題を解決する力を養う。

よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ
誠実に技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

Ａ 材料と加工に関する技術 Ａ 材料と加工の技術

Ｂ エネルギー変換に関する技術 Ｂ 生物育成の技術

Ｃ 生物育成に関する技術 Ｃ エネルギー変換の技術

Ｄ 情報に関する技術 Ｄ 情報の技術

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通
して，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成す
ることを目指す。

家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消
費や環境などについて，生活の自立に必要な基礎的な理解を図る
とともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を
設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを
論理的に表現するなど，これからの生活を展望して課題を解決す
る力を養う。

自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人
々と協働し，よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造し
ようとする実践的な態度を養う。

Ａ 家族・家庭と子どもの成長 Ａ 家族・家庭生活

Ｂ 食生活と自立
Ｂ 衣食住の生活

Ｃ 衣生活・住生活と自立

Ｄ 身近な消費生活と環境 Ｃ 消費生活・環境


